
社会保険稲築病院 外来診察一覧 

受付時間　午前 8:30～11:30／午後 14:00～16:00

受付時間 

内科外来 月 火 水 木 金 土

診療担当医師
午　前

午　後

（午前）

（午後）
新 患

定村　高岡
松尾　後藤

荒木　中島
高岡　後藤

定村　九大
青山　中島

定村　中島
松尾　後藤

定村　高岡
占部　松尾

当番医
（毎週）

神経内科 － 甲状腺外来 泌尿器科 －

※学会等の出張の為、休診または代診とさせて頂くことがあります。院内掲示でお知らせ致しますのでご注意下さい。

※月・火・土曜日は交替制で診療いたします。

※土曜日は完全休診となります。

※オレンジ色は女性医師です。

◎糖尿病教室を、
◎神経内科外来は、
◎甲状腺外来は、
◎泌尿器科外来は、
◎禁煙外来は、

毎週月曜日　午前10:30～11:30　に開催しております。
毎週月曜日　受付時間：13：00～15：00　診療時間：13：30～16：00　となります。
毎週水曜日　受付時間：13：30～16：00　診療時間：13：30～16：30　となります。
毎週木曜日　受付時間：13：30～14：30　診療時間：13：30～15：00　となります。
毎週金曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診察時間：14：00～15：00　となります。

ほっとたいむNo.26　2020年（令和2年）6月 編集・発行　社会保険稲築病院　広報委員会

その他

令和2年5月28日現在

整形外科外来 月 火 水 木 金 土

13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～16:00 13:30～16:00

8:30～11:008:30～11:00 8:30～11:30 8:30～11:00

診療担当医師
午　前 休 診 休 診

弓指(1・3・5週）
邑本（2・4週）

藤池(1・3・5週）
馬場（2・4週）

邑本(1・3・5週）
不動（2・4週）

診療担当医師
午　後

診療担当医師
午　前

診療担当医師
午　後

診療担当医師
午　前

診療担当医師
午　後

弓指(1・3・5週）
邑本（2・4週）

藤池(1・3・5週）
馬場（2・4週） 休 診和 田

和 田

松久保

眼科外来 月 火 水 木 金 土

休 診 休 診
成 瀬 休 診吉 澤成 瀬

休 診休 診予約検査のみ

皮膚科外来 月 火 水 木 金 土

白 本 辻 田辻 田白 本辻 田

休 診 休 診辻 田辻 田白 本

辻田・白本
（交替制）

No.26  2020.6社会保険稲築病院 広報誌

１.当院の新型コロナウイルス感染症への対応
２.ナースカーの稼働について
３.新任医師紹介
４.言語聴覚室便り
５. おじゃまします「感染対策委員会」

◆INDEX

1.患者中心の医療
1.医療の質の向上
1.地域社会に合った手づくりの医療
1.安心と信頼を持たれる病院づくり
1.経営の安定と職員満足度の向上

医療理 念

一般社団法人　福岡県社会保険医療協会

社 会 保 険 稲 築 病 院
一般社団法人　福岡県社会保険医療協会

社 会 保 険 稲 築 病 院

内　科

受付時間　［水・木・金］ 午前 8:30～10:30眼　科

※予防接種優先時間　１３：３０～１４：３０　▶変更後　11：00～12：00

診療担当医師
午　前

診療担当医師
午　後

小児科外来 月 火 水 木 金 土

片山 片山片山 片山

片山

片山

片山

休 診

片山片山休 診

受付時間　午前 8:30～11:30／午後 14:30～16:30　▶変更後　午前8：30～10：30／午後13：30～16：30小児科

受付時間　午前 8:30～11:30／午後 13:30～16:00皮 膚 科

整形外科

〒820-0207 福岡県嘉麻市口春744-1　（代表）TEL 0948-42-1110
FAX 0948-43-0389　URL http://www.inatsukihospital.jp

ご自由にお持ち帰りください

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

完全予約制

［令和2年5月7日から当分の間、時間を変更しておりますのでご注意下さい。］

※



稲
築
病
院
の
取
り
組
み
❶

　
　
　
　
　
〜 

外
来
部
門 

〜

稲
築
病
院
の
取
り
組
み
❷

　
　
〜 

入
院
・
入
所
部
門
〜

稲
築
病
院
の
取
り
組
み
❸

　
　
〜 

ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム 

〜

稲
築
病
院
の
取
り
組
み
❹

　
　
〜 

感
染
対
策
委
員
会 

〜

　　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
在
私
た
ち
の
生
活
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
以
前
な
ら
当

た
り
前
に
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
い
日
常

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
社
会
保
険
稲
築
病

院
の
職
員
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
地
域

の
医
療
と
福
祉
、
さ
ら
に
は
生
活
を
少
し
で
も

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
日
々
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
未
だ
そ
の
全
貌

は
不
明
で
有
効
な
治
療
も
確
立
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
暖
か
く
な
り
、
全
国
的
な
自
粛
の
効
果
で

新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
、
気
を
抜
か
ず
に
感
染
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

病
院
職
員
も
出
勤
前
後
の
検
温
を
行
っ
て
、

し
っ
か
り
と
自
己
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
病
院
の
出
入
口
で
は
？

　

病
院
玄
関
で
は
、
来
院
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
検

温
を
実
施
し
て
非
接
触
式
の
体
温
計
を
使
用

し
、
肌
に
触
れ
ず
に
、
５
秒
程
度
で
検
温
が
で

き
ま
す
。
万
一
、
発
熱
が
あ
る
患
者
さ
ん
等
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
場
合
は
、
発
熱
者
の
み
を
診

察
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
間
帯
に
、
改
め
て
来
院

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

併
せ
て
手
指
消
毒
の
徹
底
も
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
内
に
入
る
際
は
必
ず
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置

し
て
い
る
消
毒
液
を
使
用
し
て
下
さ
い
。
受
付

に
は
感
染
予
防
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ル
ド
を
設
置

し
、
お
互
い
の
飛
沫
感
染
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

●
発
熱
が
あ
る
場
合
は
？

　

自
宅
で
検
温
し
て
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る

場
合
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑

う
場
合
は
、地
域
の
保
健
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
当
院
か
か
り
つ
け
で
、
来
院
を
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
を
お
ね

が
い
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
不
要
不
急
の
面
会
は
で
き
ま

せ
ん
。（
令
和
２
年
５
月
現
在
）

　

稲
築
病
院
の
入
院
患
者
さ
ん
や
、
介
護
医
療

院
い
な
つ
き
へ
の
入
所
者
の
方
々
の
多
く
は
、

高
齢
で
何
ら
か
の
慢
性
疾
患
を
持
た
れ
て
い
る

方
々
で
す
。
不
特
定
多
数
の
面
会
は
、
一
見
健

康
に
み
え
て
い
て
も
誰
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
現
状
で
は
大
き
な
危
険
を

伴
い
ま
す
。
現
時
点
で
当
院
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
一
人
も
出
て
い
な
い
状
態

に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
院
・
入
所
生
活
に
必
要
な
物
品
に
つ
い
て

は
職
員
が
受
け
渡
し
等
に
代
行
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
病
院
受
付
に
て
そ
の
旨
を
ご
依
頼
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
の
ご
病
状
等
に
よ
っ

て
は
、
ご
家
族
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
感
染
防
止

策
を
行
っ
た
上
で
、
で
き
る
限
り
面
会
等
を
行

え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
下
さ
い
。

　

毎
日
、
午
後
４
時
か
ら
の
10
分
間
、
ク
リ
ー

ン
タ
イ
ム
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
の
外

来
か
ら
入
院
病
棟
、
入
所
施
設
ま
で
、
手
で
触

る
可
能
性
が
あ
る
全
て
の
場
所
を
職
員
が
、
消

毒
液
を
片
手
に
除
菌
し
ま
す
。
外
来
で
は
、
患

者
さ
ん
が
座
る
ソ
フ
ァ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、手
す
り
、

電
話
、
机
、
窓
口
ま
で
次
亜
塩
素
酸
除
菌
シ
ー

ト
で
く
ま
な
く
清
掃
し
て
い
ま
す
。
除
菌
シ
ー

ト
の
除
菌
力
が
強
力
過
ぎ
て
、
シ
ー
ト
を
持
つ

手
が
荒
れ
て
し
ま
う
為
、
清
掃
時
に
は
職
員
全

員
が
皆
薄
い
手
袋
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

稲
築
病
院
で
は
、
従
来
よ
り
感
染
対
策
委
員

会
を
設
置
し
、
毎
月
感
染
対
策
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
さ
ら
に
小
委
員
会
を
設
置
し
、

週
に
１
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状
把
握
や
福
岡

県
保
健
所
と
の
連
携
を
深
め
、
様
々
な
対
策
や

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
々
変
化
す
る
情
勢

に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Hot time No.26  0102  Hot time No.26

平 日

嘉穂鞍手保健
福祉環境事務所
［8:30 ～ 17:00］

0948-21-4972

夜間・休日

福岡県保健所
夜間休日
緊急連絡

092-471-0264



広 と々した室内で感染対策された安心のサービス！
ステイホームの運動不足もしっかり解消しましょう！

　　

稲
築
病
院
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

の
６
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
通
所
介
護

事
業
で
す
。
当
初
は
要
介
護
認
定
で
『
要
介
護

１
〜
５
』
ま
で
の
認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
新
の
社
会
全
体
の
情
勢

な
ど
を
鑑
み
て
、
予
防
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
も
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
嘉
麻
市
在
住
で
、
要
支
援
１
・
２
の

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
１
日

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス

内
容
で
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
為
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
長
い
机
に
２
人
ま
で
の
着
席
と
な
っ
て
ま

す
。
当
院
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
広
い
空

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
者
と
利
用
者
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
コ
ロ
ナ
対
策
で
必

須
の
社
会
的
な
距
離
）
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
お
迎
え
時
に
は
検

温
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
発
熱
が
な
い
こ
と

を
確
認
さ
し
て
か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
到
着
時
に

も
う
一
度
検
温
し
入
り
口
で
の
手
指
消
毒
を

行
っ
て
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
当
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な

が
ら
個
別
機
能
訓
練
に
つ
い
て
も
、
計
画
書
を

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
成
し
な
が
ら
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

病
院
の
職
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
支
援
す

る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

訪
問
に
来
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
し

ら…

と
ご
不
安
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

当
院
の
職
員
が
、
病
院
か
ら
利
用
者
の
ご
自

宅
に
訪
問
す
る
際
に
は
、
一
回
の
訪
問
毎
に
キ

チ
ン
と
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
開
始
前
に
は
、
ご
利
用
者
の
検
温
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
互
い
の
体
調
を
し
っ
か
り
把

握
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

万
一
、
ご
自
宅
で
利
用
者
に
発
熱
が
あ
っ
た

場
合
に
も
、
対
応
す
る
職
員
が
防
護
エ
プ
ロ
ン

や
手
袋
等
を
着
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

当
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
、
利
用
者
様

同
士
の
席
を
離
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
が
密
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
は

検
温
と
共
に
、
入
室
前
の
手
指
消
毒
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
機
能
訓
練
の
器
具
も
し
っ
か
り

と
消
毒
し
て
お
り
、
安
全
に
訓
練
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

送
迎
車
も
送
迎
毎
に
消
毒
を
行
い
、
感
染
管

理
を
し
っ
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
額
に
当
た
る
部
分
は
も
っ
と
高
く
し
た

方
が
い
い
か
な
。」「
顔
を
カ
バ
ー
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
も
う
少
し
短
い
方
が
動
き
や
す
い
か
も
」

　

外
来
や
病
棟
で
患
者
さ
ん
か
ら
の
飛
沫
を
予

防
す
る
為
の
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
。
現
在
な
か
な

か
手
に
入
ら
ず
、
手
作
り
で
対
応
し
て
い
た
状

況
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
、
福
岡
市
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
を
扱
う
企
業
『
株
式
会
社 

Ｅ
Ｐ
Ｍ
』

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
当
院
看
護
部
が
共
同
で

病
院
や
施
設
で
使
え
る
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
の
開

発
を
手
が
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現
場
で

実
践
的
に
使
い
や
す
い
工
夫
を
看
護
部
が
中
心

に
な
っ
て
考
え
、
意
見
を
取
り
入
れ
て
も
ら
っ

た
製
品
で
す
。
表
面
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
は
、

取
り
外
し
が
簡
単
に
で
き
衛
生
的
で
す
。
実
際

の
製
品
は
、
嘉
麻
市
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

場
で
製
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
、
完
成
し
た
製
品
【
ヴ
ィ
ラ
ー
ド
シ
ン

プ
ル
】（
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
５
枚
入
り
50
セ
ッ
ト
）

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
産
ど
こ
ろ

か
福
岡
県
産
で
、
現
場
の
声
を
活
か
し
た
製
品

は
安
心
感
が
違
い
ま
す
。
寄
贈
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
地
域
の
企
業
と
共
に
立
ち
向
か
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Hot time No.26  0304  Hot time No.26

嘉麻市
お住いの方を対象に

介護予防
サービス
を開始しました！

在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
取
り
組
み

〜
訪
問
サ
ー
ビ
ス
も
し
っ
か
り
行
い
ま
す
〜

感
染
予
防
の
フェイ
ス
ガ
ー
ド
開
発

　

〜
当
院
看
護
部
と
企
業
の
取
り
組
み
〜

在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　

〜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〜



●
外
来
担
当
日

　
毎
週
　
月
・
火
・
金
曜
日
　
午
前

●
平
成
20
年　

九
州
大
学
医
学
部
卒

●
所
属
医
局　

九
州
大
学
医
学
部
第
三
内
科

●
専
門
分
野　

消
化
器

●
入
職
に
際
し
て
の
挨
拶

　

４
月
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
以
前
、
平

成
28
年
４
月
〜
５
月
の
２
ヶ
月
間
働
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
周
囲
の
優
し
い
方
々
に
囲
ま
れ
て
非

常
に
快
適
に
働
い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
専

門
は
消
化
器
（
主
に
膵
臓
・
胆
道
）
で
す
が
、

今
年
か
ら
は
内
科
全
般
診
療
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
更

な
る
精
進
を
積
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
嘉
麻
・
飯

塚
の
こ
と
も
、
も
っ

と
知
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
外
来
担
当
日

　
毎
週
　
月
曜
日
　
午
後
／
火
・
木
曜
日
　
午
前

●
平
成
29
年　

久
留
米
大
学
医
学
部
卒

●
所
属
医
局　

九
州
大
学
医
学
部
皮
膚
科

●
専
門
分
野　

皮
膚
科
一
般

●
入
職
に
際
し
て
の
挨
拶

　

４
月
よ
り
稲
築
病
院
の
皮
膚
科
医
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
白
本
侑
と
申
し
ま

す
。
経
験
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
で
す
が
、
精
一
杯
診

療
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

皮
膚
の
悩
み
は
様
々
で
す

が
、
お
一
人
お
一
人
に
あ
っ
た
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皮
疹
が

出
て
い
る
、
痒
み
が
あ
る
と
い
っ
た
症
状
や
、
ア

レ
ル
ギ
ー
や
お
薬
の
相
談
な
ど
、
疑
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

若
輩
者
で
す
が
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

●
外
来
担
当
日

　
毎
週
　
水
曜
日
　
午
前

●
平
成
22
年　

宮
崎
大
学
医
学
部
卒

●
所
属
医
局　

福
岡
大
学
医
学
部
呼
吸
器
科

●
専
門
分
野　

呼
吸
器

●
入
職
に
際
し
て
の
挨
拶

　

４
月
か
ら
、
水
曜
日
の
内
科
外
来
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
青
山
崇
で
す
。

　

土
木
工
学
を
勉
強
し
た
後
、
再
度
大
学
受
験

し
医
師
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
年
齢
の
割
に
は
医

師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

呼
吸
器
内
科
、
特

に
肺
癌
を
大
学
病
院

で
は
み
て
い
ま
す

が
、
呼
吸
疾
患
以
外

に
も
調
子
が
悪
い
こ

と
な
ど
あ
れ
ば
ご
気

楽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

新
任
医
師
紹
介
〜
４
月
よ
り
着
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す
〜

　
『
ナ
ー
ス
カ
ー
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
？
『
ナ
ー
ス
カ
ー
』
は
そ
の
名
の
通
り
看

護
師
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
組
に
な
っ
て
、
患
者
さ

ん
の
支
援
に
当
た
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。
特

に
介
護
が
必
要
な
医
療
依
存
度
の
高
い
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
様
々
な
地
域
で
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
当
院
で
も
『
ナ
ー
ス
カ
ー
』
稼
働
を

４
月
よ
り
開
始
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
早

速
、
ナ
ー
ス
カ
ー
の
稼
働
を
進
め
た
背
景
と
そ

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
看
護
部
長
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

『
ナ
ー
ス
カ
ー
』
導
入
を
検
討
さ
れ
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
？

い
ろ
い
ろ
な
理
由
は
あ
り
ま
す
が
、一つ
は
、

当
院
に
入
院
さ
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
か
ら
、

転
院
の
際
に
患
者
さ
ん
の
病
状
が
不
安
定
で
、

搬
送
が
不
安
だ
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
く
こ
と

が
多
か
っ
た
り
、
介
護
タ
ク
シ
ー
の
関
係
で
転

院
の
日
程
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
り
と
ご
家
族
が

苦
労
し
て
い
る
姿
を
み
て
き
た
こ
と
で
す
。

ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
に
『
ナ
ー
ス
カ
ー
』

は
稼
働
さ
れ
る
の
で
す
か
？

当
院
に
入
院
予
定
の
方
に
対
し
、
看
護

師
が
付
き
添
っ
て
搬
送
車
で
お
迎
え
に
伺
い

ま
す
。

　

全
て
の
ご
依
頼
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
為
、

当
院
へ
の
入
院
が
決
定
し
た
後
、
ご
自
身
で
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
、
救
急
処
置
が
常
に
必
要
な
状

況
で
は
な
い
、
比
較
的
病
状
が
安
定
し
て
い
る
、

と
い
う
様
な
方
々
を
対
象
と
し
ま
す
。
転
院
の

際
、
搬
送
の
不
安
を
担
当
看
護
師
と
共
に
軽
減

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
場
合
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
で
す
か
？

稲
築
病
院
の
地
域
連
携
室
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
窓

口
と
な
り
、個
別
に
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

ナ
ー
ス
カ
ー
担
当
の
看
護
師
と
協
議
し
、
ご
相

談
に
応
じ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
当
院
へ
の
入
院

を
中
心
と
し
た
『
ナ
ー
ス
カ
ー
』
の
稼
働
で
す
が
、

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
応
じ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
為
に
、
一
歩
ず
つ
地
域

の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
医
療
が
提
供
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

Hot time No.26  0506  Hot time No.26

高
岡 

雄
大

内
科
部
長

た
か
　  

お
か
　
　   

た
け      

ひ
ろ

◆
◆ 

内
科 

常
勤
医
師 

◆
◆

青
山 
　
崇

内
科
医
師

あ
お
　 

や
ま
　        
　
　   

た
か
し

◆
◆ 

内
科 

非
常
勤
医
師 
◆
◆

白
本 

　
侑

皮
膚
科
医
師

し
ろ      

も
と
　
　
　
　
　
　
ゆ
う

◆
◆ 

皮
膚
科 

常
勤
医
師 

◆
◆

●
電
話
番
号
：
０
９
４
８
ー
８
３
ー
８
１
５
２

●
担
当
者
： 

Ｍ
Ｓ
Ｗ：
井
上 

・ 

看
護
師
：
大
里

社
会
保
険
稲
築
病
院
　
地
域
連
携
室　

相
談
窓
口

ナ
ー
ス
カ
ー
の
稼
働
に
つ
い
て

〜
皆
様
の
安
心
に
寄
り
添
い
ま
す
〜

QA

QA

QA



新しい取組の紹介❶

ス
タ
ッ
フ
紹
介

訓
練
場
面

言
語
聴
覚
療
法
と
は

豆
知
識

ど
ん
な
時
に

　
　

役
に
立
て
る
の
か

言
語
聴
覚
療
法
が

　
　

対
象
と
な
る
障
害

●
失
語
症　
脳
卒
中
な
ど
に
よ
り
、「
話
す
」、

「
聞
く
」、「
読
む
」、「
書
く
」、「
計
算
す
る
」

な
ど
が
難
し
く
な
る
状
態
。

●
構
音
障
害　
脳
卒
中
な
ど
に
よ
り
運
動
麻

痺
が
起
こ
り
、
口
唇
や
舌
を
使
っ
て
は
っ
き

り
発
音
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
呂
律
が

回
ら
ず
言
葉
が
不
明
瞭
に
な
る
状
態
。

●
音
声
障
害　
声
が
出
な
い
、
か
す
れ
る
、
ガ

ラ
ガ
ラ
す
る
状
態
。

●
聴
覚
障
害　
言
葉
や
音
が
聞
こ
え
に
く
い
状

態
。
加
齢
に
よ
る
も
の
や
、
先
天
性
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

●
摂
食
嚥
下
障
害　
食
べ
も
の
が
上
手
く
噛
め

な
い
、
口
の
中
に
残
り
や
す
い
、
水
や
お
茶

で
む
せ
る
、
食
事
が
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い

な
ど
の
状
態
。

●
高
次
脳
機
能
障
害　
脳
卒
中
や
頭
部
外
傷

後
、
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、
集
中
で
き
な

い
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
な
ど

様
々
な
症
状
が
現
れ
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
状
態
。

「リハ栄養」の視点を取り入れたリハビリの導入

リハタイム
（ＢＣＡＡ）

　

言
語
聴
覚
療
法
と
は
、
話
す
事
や
聞
こ
え
の

障
害
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
が
あ

る
方
や
、
食
べ
る
こ
と
や
飲
み
込
む
こ
と
（
摂

食
嚥
下
機
能
）
に
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
、
検

査
や
評
価
を
行
い
、
指
導
や
助
言
援
助
を
行

う
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
で
す
。
ま
た
、
障
害
を

持
つ
方
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
御
家
族
の
方
へ

も
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

❶
言
葉
が
出
に
く
い

❷
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い

❸
呂
律
が
回
ら
な
い

❹
人
の
話
が
聞
き
取
れ
な
い

❺
食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い

❻
上
手
く
噛
め
な
い

❼
水
分
で
む
せ
や
す
く
な
っ
た

※

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
あ
る
場
合

は
言
語
聴
覚
士
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

●
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
と
は
？

　

Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
と
は
、
運
動
時
の
筋
肉
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
と
な
る
必
須
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
、
バ

リ
ン
、ロ
イ
シ
ン
、イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
の
総
称
で
す
。

こ
の
３
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
は
、
枝
分
か
れ
す
る
よ

う
な
分
子
構
造
を
し
て
い
る
為
、Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ（
分

岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
筋
タ
ン
パ
ク
質
中
に
非
常
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筋
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
と
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。　
　

●
運
動
時
の
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
摂
取
に
期
待
さ
れ
る
効
果

　
　
❶
筋
タ
ン
パ
ク
質
合
成
促
進

　
　
❷
筋
タ
ン
パ
ク
質
分
解
抑
制

　
　
❸
筋
損
傷
軽
減

　
　
❶
筋
肉
中
の

　
　
　

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
節
約

　
　
❷
乳
酸
酸
性
抑
制

●
商
品
紹
介 　リハ栄養とは国際生活機能分類で評価を行ったうえで、機能、活動、参加を最大限発揮

するための栄養管理の事。スポーツ界でアスリートに合わせた栄養対策が行われるように、
リハビリを行っている患者さんに特化した栄養管理を行い、回復の効率を高める事が目的です。
サルコぺニアをはじめ、栄養状態が影響する機能障害には栄養対策が欠かせません。こうした
栄養療法の重要性が急速に認識される昨今では、栄養管理は管理栄養士だけの事ではなく、
栄養に関する知識をもつ医療スタッフとの連携にも期待が高まっています。当院でも理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士の各専門スタッフが栄養状態を把握しリハビリを行うとともに、
ごく一部ですが、BCAA（分岐鎖アミノ酸）を用いての取り組みも始めています。

筋肉持久
運動能力

Hot time No.26  0708　  Hot time No.26

稲
築
病
院 

言
語
聴
覚
室 

便
り

〜 

地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て 

〜

● 日本摂食嚥下
　 リハビリテーション
 　学会認定士
● サルコぺニア・フレイル
　 指導士

主
な
資
格

ＢＣＡＡが
含まれている
栄養補助
食品

詳しく知りたい方は
ST（言語聴覚士）

まで！！

STAFF

松
田 

幸
三
（37）

主任言語聴覚士
● 地域ケア会議
　 アドバイザー
● 介護予防推進コース
　 終了

主
な
資
格

STAFF

杉
本 

宇
史
（39）

言語聴覚士

言語訓練 嚥下訓練






